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5　ジベレリンの塗布と果実のCO2排出量，C2H4

生成量

GA3の果面塗布がCO2排出量に及ぼす影響は明ら

かでなかったが，C2H4　生成量は無処理に比較して明

らかにOA3塗布．GA3＋Ca塗布が少ない傾向を示し

た（第1，2回）。
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第1図　8A3塗布とCO2排出量
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第2図　8A3塗布とC2エ4生成量

著者らは1971．′乃年の両年にわたり，収穫直後の

スターキング果実心内C2H4濃度と内部褐変発生の関

係を検討したところ，内部褐変の発生は心内C2H4　濃

度が1ppm未満の場合には極めて少ないが，C2H4濃

度が高まるにつれて発生率．発生程度も大きくなる傾

向を認めている0　このようにスターキングの貯蔵性と

C2H4生成量との間には密接な関係があり，貯蔵性向

上の一手段として果実で生成されるC2H4を制御する

方法を検討する必要がある。

今回の実験の結果から，aA3．Caは果実中のC2H4

生成を抑制する物質として作用し，内部褐変発生の軽

減に結び付いたものと考えられる。

4　摘　　　　　要

スターキングの内部褐変防止に対するジベレリンの

果面塗布，樹上散布の効果を検討した。

1　収穫栗に対するα毎1．800ppm塗布は．内部褐

変の発生を軽減したが，αA3にCaC12を添加したも

のの効果は一層顕著であった。

2　8A3150ppmの収穫前2回の樹上散布は内部

褐変の発生に対して効果は認められなかったが，

CaC12　を添加することにより若干の効果が認められ

た。

5　果実のCO2排出量に及ぼすGA32，000ppmの果

面塗布の影響は明らかでなかったが，C2勘生成量は

¢A3塗布によって明らかに抑えられた。

リンゴ園土壌のpHに及ぼすyi，eXCa，eXMgexKの影響

佐々木　高・松井　　巌
（秋田県果樹試験場）

1　緒　　　　　言

酸性の強度を示すpnは土壌のCECの中に占めるH十

とylの内容．exCa，eXMg，eXKなどの割合によって左

右される3㌔また畑地土壌をN－KClで抽出した場合の

酸性物質について吉田カは少量のF㌔＋と有機酸のはかは

大部分がAl＋＋十であるとし，新井1）はキンモリけイ

トを含む酸性土壌ではAl＋＋＋がylの95～95帝を占

めること．また後顔）はAl・ヤ／，1は105～105感であ

り，この傾向は塩基飽和度が低い土壌ほど高かったこ

とを報告している。我々は土壌母材と塩基飽和皮の異

なる県内のリンゴ園の土壌銃を供試し，pIIとyl及び

置換性塩基との関係を統計的手法で処理し，土壌管理

に対する数量的な知見を得ることを試みた0

2　材料　と　方法

代表的な土壌銃である平鹿（第三紀鉱質土壌），北

野（腐植質火山灰／第三紀鉱質土壌）釜の川（腐植質

火山灰の沖積性土壌）の三銃についてそれぞれ85・22，

51の園地から土壌サソプル（20珊附近）を採取し・

鼠乾，調整したものを常法5）によりpH（帆ⅩCl）・

yl，CEC，置換性塩基（exCa，0Ⅹldg，eXX）含量

を測定した。この分所信をSEIXO．8501デスク・

コソピ、一夕一により各統ごとに相関及び垂回帰分析
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を行い，寄与率．重回帰式めを得た。

5　結果　と考察

1　相関分析

pH（iこつ1）と71，0XCa．Mg，K　との相関を第1

表に示した。すなわち平鹿銃においてはylとの相関が

最も高く－0．°84＊＊＊であり，次いで8ⅩCaとは

0．541＊＊＊であり，その他は有意な相関がみられなか

第1表　pH（KCl）の相関蓑

った。同様に北野銃ではれ．OXCa，eXK，釜の川銃

ではylだけが有意な相関があった。またこれらの関

係は北野続のeXXを除いてp王i（恥0）の場合も同様

であった。特に塩基飽和皮が平均で45・7帝と最も高い

釜の川銃で置換性塩基との相関が低かったのは，これ

らの土壌がいずれも緩衝能が強い土壌であることを示

しており，このことは第1図の塩基飽和度とpH（KCl）

の関係でもうかがわれた。
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第2図　1yEel抽出液（25舶）の滴定曲線

第2図は平鹿続と釜の川銃の代表的な土壌の滴定曲線

を示したもので変曲点がpH4．4～4．7の間にありこの区

間が最も緩衝作用が強く，塩基飽和度の違いはylには

表れるがpH4．7附近まではpEの変化が少ないことを

意味している。

2　重回帰分析

第2蓑はpH（KCl）に対する説明変数yl，eXCa，

0ⅩMg，8ⅩⅩの寄与率と，それらの重回帰式を示した

ものである。すなわちこれら4変数の寄与率は平鹿銃

で48．9帝．北野銃で55．8感，釜の川銃で45．1帝であ

った。また説明変数からylを除いた場合の寄与率はそ

れぞれ2，2，0．4，0．9射こ低下し，いずれの土壌銃でも

ylの影響が最も大きかった。このことはこれらの土壌

の粘土鉱物が青田めのいういわゆる強酸的なカチオソ

吸着基を持つ，モソモリPナイトなどめであることに

よるものと思われた。

以上のことから秋田県のリンゴ国土境はほとんどが

酸性であり．しかも緩衝作用の強い土壌であるので多

量の塩基を投入しないと酸度矯正されないことがわか

った。またpH（KCl）に対する寄与率からylの影響

が最も大きいこと，すなわち主としてアルミニウムイ

オンによる二次的なH＋の増加がpHを低下させている

原因と思われた。
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第2衰　pE（RCl）の重回帰式と寄与率

Y＝pH Xl＝n X2　＝eXCa　鞄　＝eXMg X4二三0ⅩK

l　平鹿統（n＝385）塩基飽和度50・2喀

Y＝4．18－0．009Ⅹ1＋0．008Ⅹ2＋0．08Ⅹ3－0．581勘

寄与率100R2＝48・9帝＊＊＊

2　北野統（n＝22）塩基飽和度28．5痴

Y＝＝4．24－0．015Ⅹ1＋0．002Ⅹ2＋0．025恥＋0．045Ⅹ4

10DR2＝55．8痴＊＊＊

5　釜の川統（n＝51）塩基飽和度45．7帝

Y＝＝5．29－0．015Ⅹ1－0．004Ⅹ2－0．015Ⅹ4

100才＝45．1喀＊＊＊
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リンゴ園の地表トラップによる昆虫及びクモの消長と

ム　シの薬剤感受性

小山　信行・山田　雅輝
（青森県りんご試験場）

1　ま　え　が　き

りソゴ園の地中及び地表には多数の生物が生息して

おり，その中には害虫の発生と重要な関連を持つゴミ

ムシ．クモなどの種類も含まれる。リソゴ園では毎年

多量の農薬が散布されるため，これら小動物の生活が

なんらかの影響を受けているものと考えられるが．果

樹園内におけるこれら動物相の調査はこれまであまり

行われていなかった。著者らは害虫の天敵として重要

性が知られている地表性のゴミムシ．クモを中心に腐

肉トラップを用いてその消長などを調査した。

また，ゴミムシの殺虫剤に対する感受性を室内及び

ほ場で調査したので以下これらの概要を報告する。

2　調査及び試験方法

1　地表トラップによる消長調査

1975年5月から9月，青森県りんご試験場のほ場に

第1回のようなトラタブを設置し，これに入る昆虫と

クモの消長を調査した。

調査園はスプリソクラーによる散布圃1Daとスピー

ドスプレーヤーによる散布園2口乱で（散布経過は第1

表）両国とも108当たり100本前後のわい性リソゴ樹

が栽値されており．土壌管理は雑草草生である0トラ

ップは10乱当たり5個（合計15個）で．1～2週間

ごとにトラップ内の捕獲虫を採集して調査を行った0


